
名
誉
会
長　

村
松
浩
幸
（
令
和
7
年
3
月
ま
で
）

　
　
　
　
　

西　

一
夫
（
令
和
7
年
4
月
か
ら
）

顧　
　

問　

佐
野
昌
男　

中
田
宣
彦

　
　
　
　
　

三
寺
勝
美
（
令
和
5
年
10
月
ま
で
）

　
　
　
　
　

玉
川
隆
雄　

町
田　

修　

深
澤
弘
二

　
　
　
　
　

中
澤　

寛　

土
屋
聖
史　

宮
本
伸
一

　
　
　
　
　

小
林　

亨　

吉
澤
修
一

会　
　

長　

谷
口
陽
治

副
会
長　

清
水
直
人　

嶋
田
勝
彦　

宮
本
由
希
子

監　
　

事　

山
岸
千
賀
子　

小
田
切
浩
一

本
部
理
事　

小
笠
原
重
光　

宮
川
史
枝

　
　
　
　
　

畔
上
一
康
（
令
和
6
年
3
月
ま
で
）

　
　
　
　
　

岩
田　

靖　

齊
藤
忠
彦　

茅
野
公
穂

　
　
　
　
　

茅
野
理
恵　

酒
井
英
樹　

安
達
仁
美

　
　
　
　
　

瀧　

直
也　

森
下　

孟　

大
木
雄
太

　
　
　
　
　

藤
森
隼
一

地
区
理
事　

下
伊
那　

春
日
直
史　
　

上
伊
那　

清
水
慶
一

　
　
　
　
　

諏　

訪　

宮
坂　

均　
　

木　

曽　

川
上
明
宏

　
　
　
　
　

北
安
曇　

塚
田　

秀　
　

安
曇
野　

唐
澤
信
好

　
　
　
　
　

松　

本　

林　

淳
子　
　

佐　

久　

友
野
修
一

　
　
　
　
　

上　

小　

宮
島
哲
也　
　

更　

埴　

町
田　

貞

　
　
　
　
　

上
水
内　

松
谷
か
お
る

　
　
　
　
　

須
坂
上
高
井　

梅
本
裕
之

　
　
　
　
　

中
野
下
高
井　

山
口　

近

　
　
　
　
　

飯
山
下
水
内　

吉
澤　

秀

　
　
　
　
　

塩　

筑　

臼
井
伸
明

　
　
　
　
　

長　

野　

宮
崎
桂
子
（
令
和
6
年
３
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
川
和
泉
（
令
和
6
年
４
月
～
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

隆

　
　
　
　
　

高　

校　

富
岡　

修

　
　
　
　
　

県　

外　

井
出
良
子　

功
刀
道
子

幹　
　

事　

和
田　

裕

　
　
　
　
　

渋
谷
孝
信
（
令
和
7
年
3
月
ま
で
）

　
　
　
　
　

中
澤
卓
二
（
令
和
7
年
4
月
か
ら
）

　
　
　
　
　

宮
尾
弘
子　

小
林
比
出
代　

佐
藤
利
恵

　
　
　
　
　

伊
藤
冬
樹

事
務
局　

中
村
直
人　

新
谷
静
香

れ
た
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
』
と
題
し
て
の
講
演
を
お
聴
き
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
柳
沢
京
子
さ
ん
に
は
、
か
ね
て
よ
り
熱
望

し
て
お
り
ま
し
た
き
り
え
展
を
、
信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓

会
赤
煉
瓦
館
に
て
開
催
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
引
き
続

き
、
今
回
の
講
演
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
作
品

が
ど
ん
ど
ん
独
り
立
ち
し
て
い
く
」
と
、
柳
沢
京
子
さ
ん
の

一
つ
一
つ
の
作
品
に
寄
せ
る
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
た
ち
同
窓
会
と
し
て
も
、
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
な
が

ら
同
窓
会
事
業
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
充
実
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

清
水
直
人
副
会
長
、
嶋
田
勝
彦
副
会
長
、
宮
本
由
希
子
副

会
長
は
じ
め
第
19
期
役
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
、
同
窓
会
が

一
人
ひ
と
り
の
学
び
と
成
長
を
支
え
合
う
場
で
あ
り
続
け
る

よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

現
代
の
社
会
は
、
急
速
に
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
新
し

い
技
術
、
価
値
観
、
そ
し
て
環
境
の
変
動
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
学
び
続
け
る
」
姿
勢
を
持

ち
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
の
現
場
に
お

い
て
も
、
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

学
び
続
け
る
こ
と
が
、
教
師
に
と
っ
て
の
重
要
な
使
命
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
同
窓
会
員
も
、
大
学
で
学
ん
だ
知
識
や
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
、
日
々
の
生
活
や
仕
事
を
通
じ
て
新
た
な
学
び

を
得
て
い
ま
す
。
教
育
学
部
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
決
し
て
過

去
の
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
社
会
に
貢
献
し
続
け
る
た

め
の
礎
で
す
。
社
会
の
変
化
と
と
も
に
教
育
は
常
に
進
化
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
私
た
ち
自
身
も
学
び
続
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
同
窓
会
と
し
て
は
昨
年
度
第
37
回
通

常
総
会
を
、
8
月
11
日
（
日
・
祝
）
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
賓
の
村
松
浩
幸
学
部
長
先
生
ご
臨
席
の
も

と
、
38
名
の
出
席
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
同
窓

会
員
で
あ
ら
れ
る
柳
沢
京
子
さ
ん
に
よ
る
『
私
を
導
い
て
く

　
第
19
期
同
窓
会
役
員
名
簿

（
令
和
5
年
８
月
～
令
和
7
年
８
月
）

信州大学教育学部同窓会報
【第 39 号】

発行人　谷　口　陽　治
事務局　長野市西長野6ノロ
　　　　信州大学教育学部内
TEL・FAX（026）238-4370

「
学
び
続
け
る
」
と
い
う
こ
と

同
窓
会
長　
　

谷 

口
　
陽 

治
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原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

第
2
号
議
案

　

�

令
和
6
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
歳
入
歳
出
予
算

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

⑴　

中
村
直
人
事
務
局
長
よ
り
、
資
料
に
基
づ
き
、
令
和

6
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

⑵　

岩
田
靖
幹
事
よ
り
、
資
料
に
基
づ
き
、
令
和
6
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

第
3
号
議
案

　

第
19
期
役
員
の
交
代
・
辞
任
に
つ
い
て

　

�

谷
口
陽
治
会
長
よ
り
、
第
19
期
役
員
の
交
代
・
辞
任
の
提

案
が
あ
っ
た
。
理
事
1
名
の
交
代
、
1
名
の
辞
任
、
顧
問

1
名
の
辞
任
が
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

6　
来
賓
祝
辞

　

村
松
浩
幸
教
育
学
部
長
の
ご
臨
席
が
あ
り
、
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

7　
閉
会
宣
言　
嶋
田
勝
彦 

副
会
長

　

通
常
総
会
終
了
後
に
は
、
き
り
え
作
家
の
柳
沢
京
子
氏
を

お
招
き
し
、『
私
を
導
い
て
く
れ
た
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
』
と
題
し

て
の
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

令
和
6
年
度
第
37
回
通
常
総
会
は
、
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

1　
日
時
・
会
場

　
　

令
和
6
年
8
月
11
日
（
日
・
祝
）
午
前
9
時
半
開
会

　
　

ホ
テ
ル
信
濃
路
「
穂
高
」

　
　

長
野
市
中
御
所
岡
田
町
１
３
１-

４

2　
出
席
者
数　
38
名

　
　

〈
進
行
：
和
田　

裕 

幹
事
長
〉

3　
開
会
宣
言　
宮
本
由
希
子 

副
会
長

4　
挨
拶　
　
　

谷
口　

陽
治 

会
長

5　
議
事

　

�

議
事
に
先
立
ち
、
会
則
第
16
条
に
基
づ
き
、
総
会
議
長
の

互
選
を
行
う
。

⑴　

議
長
団
の
選
出

　

�

塩
川
和
泉
・
山
口　

近
の
両
理
事
を
議
長
団
に
選
出
し

た
。

⑵　

議
事
録
署
名
人
の
選
出
と
書
記
の
任
命

　

�

林　

淳
子
幹
事
・
松
谷
か
お
る
理
事
を
議
事
録
署
名
人

に
選
出
し
、
渋
谷
孝
信
・
伊
藤
冬
樹
両
幹
事
を
書
記
に

任
命
し
た
。

第
1
号
議
案

　

�

令
和
5
年
度
事
業
報
告
、
歳
入
歳
出
及
び
財
産
目
録
の
承

認
に
つ
い
て

⑴　

中
村
直
人
事
務
局
長
よ
り
、
資
料
に
基
づ
き
、
令
和

5
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

⑵　

岩
田
靖
幹
事
よ
り
、
資
料
に
基
づ
き
、
令
和
5
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
特
別
会
計
決
算
、
基
本
財

産
決
算
並
び
に
財
産
目
録
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
小
田
切
浩
一
監
事
よ
り
、
業
務
監
査
・
財
産
監

査
の
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

令和5年度信州大学教育学部同窓会一般会計歳入歳出決算書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳入合計額　5,465,887円也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳出合計額　4,890,359円也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差 引 残 額　　575,528円也　翌年度へ繰越
〈歳入の部〉

項　　目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備　　　考
1前年度繰越金 935,871 935,871 0
2会費（新入生） 5,040,000 4,220,000 △820,000 211名入金
３会費（卒業生） 310,000 310,000 0 28名入金
４雑 　収 　入 100 16 △84 利子
歳 入 合 計 6,285,971 5,465,887 △820,084

〈歳出の部〉
項　　目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備　　　考

1会 　議 　費 420,000 432,417 △12,417 総会・役員会等
2事 　業 　費 1,550,000 1,384,270 165,730 会報・学部後援等
3事 　務 　費 1,570,000 1,371,173 198,827 会報発送・印刷等
4事 務 委 託 費 1,562,000 1,562,000 0 雇用費等
5雑　　　　 費 140,000 140,499 △499 連合会拠出金等
6予 　備 　費 1,043,971 0 1,043,971
歳 出 合 計 6,285,971 4,890,359 1,395,612

自　令和5年4月1日
至　令和6年3月31日

第
三
十
七
回
　
同
窓
会
通
常
総
会
報
告

村松浩幸学部長　祝辞

記念講演会　柳沢京子氏
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ま
た
本
年
度
の
入
学
生
に
は
総
合
型
選
抜
に
よ
っ
て
進
学

し
た
学
生
が
お
り
ま
す
。
こ
の
入
試
は
地
域
教
員
枠
入
試
と

も
称
し
、
志
願
者
に
は
卒
業
後
に
長
野
県
で
教
員
に
な
る
強

い
意
志
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
対

し
て
私
か
ら
「
丸
く
な
る
な
、
星
に
な
れ
」
と
い
う
某
ビ
ー

ル
会
社
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
伝
え
ま
し
た
。
フ
ッ
ク
に

な
っ
た
り
尖
っ
た
り
し
て
周
囲
の
仲
間
を
巻
き
込
ん
で
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

■
学
び
続
け
、
挑
戦
し
続
け
る

　

学
部
の
教
育
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
現
状
を
迅
速
に
受
け
と
め
て
授
業
で
学
生
達
と
共
に
考

え
る
。
教
員
も
温
故
知
新
の
発
想
を
意
識
し
な
が
ら
教
育
活

動
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　

学
生
達
も
大
学
で
の
学
び
の
み
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な

く
、
視
野
を
広
く
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
挑
戦
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
学
部
は
学
生
達

の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
教
職
員
一
同
、
学
生
の

学
び
を
支
援
し
つ
つ
、
教
育
・
研
究
活
動
に
邁
進
い
た
し
ま

す
。
同
窓
会
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
と
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

教
育
学
部
同
窓
会
の
み
な
さ
ま
、
常
日
頃
か
ら
信
州
大
学

教
育
学
部
の
教
育
活
動
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
支
援
い
た
だ

い
て
い
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
四

月
に
教
育
学
部
長
を
拝
命
し
ま
し
た
西
一
夫
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
同
窓
会
か
ら
学
部
に
対
し
て
過
分
な
後
援
費
を

頂
戴
し
て
お
り
ま
す
こ
と
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
学
部
で
は
、
日
々
の
学
習
や
多
様
な
社
会
活
動
等
を

通
し
て
教
師
を
目
指
す
学
生
諸
君
に
対
す
る
教
育
活
動
に
尽

力
し
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅
威

も
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
な
お
留
意
し
な
が
ら
大
学
運
営

が
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
雰
囲
気

は
、
進
級
し
て
き
た
二
年
生
を
迎
え
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
楽
し
げ
に
談
笑
す
る
学
生
達
の
声
が
学
部

長
室
に
も
届
く
こ
と
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。

■
新
た
な
挑
戦

　

学
部
で
は
本
年
度
の
入
学
生
か
ら
年
次
進
行
で
履
修
単
位

の
軽
減
を
行
い
ま
す
。
小
学
校
免
許
と
中
学
校
免
許
に
関
わ

る
教
科
の
科
目
を
共
通
開
設
す
る
こ
と
で
、
高
等
学
校
の
よ

う
な
時
間
割
か
ら
学
生
達
の
選
択
の
幅
を
広
げ
て
自
分
の
専

門
を
深
め
た
り
、
不
得
意
科
目
を
底
上
げ
し
た
り
出
来
る
よ

う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
柔
軟
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

空
き
時
間
を
創
り
出
す
こ
と
が
出
来
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
時
間
を
自
分
た
ち
の
自
主
活
動
や
近
隣
の
学
校
に
出

か
け
て
実
践
的
な
教
育
を
知
る
機
会
に
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
格
的
に
は
本
年
度
の
入
学
生
が
二
年
生
に
進
級

し
て
か
ら
始
動
と
な
り
ま
す
。

ご
挨
拶

教
育
学
部
長　

西
　
一
夫

学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
員
の
紹
介

【
令
和
６
年
～
７
年
度
新
転
任
教
員
】

内
山　

琴
絵　

先
生（
社
会
科
教
育
）�

令
和
７
年
４
月
１
日

中
野　

良
寿　

先
生（
美
術
教
育
）�

令
和
７
年
４
月
１
日

山
口　
　

学　

先
生（
教
職
大
学
院
）�

令
和
７
年
４
月
１
日

賜　
　

正
俊　

先
生（
教
職
大
学
院
）�

令
和
７
年
４
月
１
日

【
令
和
６
年
度
転
退
職
教
員
】

松
本　
　

康　

先
生（
社
会
科
教
育
）

　
　
　
　

平
成
24
年
10
月
１
日　

着
任
、
定
年
退
職

寺
沢　

宏
次　

先
生（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
）

　
　
　
　

平
成
７
年
４
月
１
日　

着
任
、
退
職

青
山　

拓
実　

先
生（
言
語
教
育
教
育
）

　
　
　
　

平
成
31
年
４
月
１
日　

着
任
、
退
職

尾
臺　

美
彰　

先
生（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　

令
和
５
年
４
月
１
日　

着
任
、
退
職

�

（
長
野
県
教
育
委
員
会
と
の
人
事
交
流
）

宮
下　

昭
夫　

先
生（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　

令
和
３
年
４
月
１
日　

�

着
任
、

　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日　

任
期
満
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
任
教
員
退
職
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す
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
教
育
学
部
の
教
員
サ
ポ
ー
タ
ー

に
よ
る
「
メ
タ
バ
ー
ス
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
仮
想
空
間
で

の
活
動
：
三
和
秀
平
先
生
）」「
じ
げ
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ
（
野
外
活

動
：
瀧
直
也
先
生
）」「
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
ペ
ア
レ
ン
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
：
下
山
真
衣
先
生
）」「
あ
や
ぱ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

（
音
楽
活
動
：
桐
原
礼
先
生
）」「
も
ぐ
ら
Ｄ
Ａ
Ｙ
（
も
の
づ

く
り
活
動
：
小
倉
光
明
先
生
）」
な
ど
数
多
く
の
活
動
も
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
1
年
間
を
通
し
て
フ
レ
ン
ド
活
動
に
参
加
し
て
く

れ
た
学
生
の
振
り
返
り
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
不
登
校

の
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
不
登
校
の
子

ど
も
は
大
人
し
く
引
き
こ
も
り
が
ち
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
た
が
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
る
こ
と

で
、
見
せ
る
姿
が
全
然
違
う
の
だ
と
学
ん
だ
。」「
学
校
に

行
っ
て
い
な
い
こ
と
で
、
不
登
校
と
い
う
ラ
ベ
ル
で
し
か
見

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
た
。
実
際
自
分
も
、
学
校
に
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
対
人
関
係
上
で
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
た
り
、
学
習

面
で
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
り
と
い
う
不
登
校
の
背
景

に
あ
り
そ
う
な
も
の
を
安
易
に
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
た
。

Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
で
い
き
い
き
と
活
動
す
る
子
ど
も
た
ち
を
み
て
、

一
人
ひ
と
り
が
ど
ん
な
子
な
の
か
、
強
み
に
も
目
を
向
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。」「
子
ど
も
中
心
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
大
人
側
の
〇
〇
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で

活
動
さ
せ
て
い
な
い
か
気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
大
人
の
都
合
だ
け
で
子
ど
も
の
や
り
た
い
活
動
を
制
限

し
て
い
な
い
か
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
ッ
ズ
と
一
緒
に

活
動
す
る
中
で
、
発
言
や
行
動
に
ど
ん
な
思
い
が
あ
る
の
か

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。」「
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
に
行
く
前
や
初
期
の

頃
は
，
子
ど
も
に
と
っ
て
良
い
影
響
を
与
え
る
存
在
と
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
、
自
分
は
そ
こ
で
何
も
で
き
な
い
と
感
じ
る
と
そ
の
場

へ
行
く
こ
と
す
ら
回
避
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か

非
常
に
重
要
で
す
。
キ
ッ
ズ
に
と
っ
て
、
親
や
先
生
で
も
な

く
明
確
な
上
下
関
係
も
な
い
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
は
、
安

心
し
て
自
分
を
表
現
で
き
る
相
手
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
ま

た
新
し
い
人
間
関
係
の
中
で
肯
定
さ
れ
、
受
容
さ
れ
る
経
験

が
対
人
関
係
で
の
回
復
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

　

Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
の
開
設
に
向
け
た
動
き
は
、
構
想
段

階
を
含
め
れ
ば
２
０
２
１
年
12
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
、
教
育
学
部
か
ら
は
お
も
に
4
名
の
教
員
が
参
画
し
て
い

ま
す
。
フ
レ
ン
ド
も
２
０
２
３
年
の
開
設
前
の
事
前
説
明
会

や
体
験
会
か
ら
活
動
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
で

活
動
3
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
開
所
1
年
目
の

２
０
２
４
年
度
は
、
開
所
日
数
２
２
１
日
、
登
録
キ
ッ
ズ
２

０
４
人
、
1
年
間
で
通
所
し
た
キ
ッ
ズ
は
の
べ
７
８
３
５

人
。
フ
レ
ン
ド
の
登
録
者
数
は
、
教
育
学
部
生
・
大
学
院
生

あ
わ
せ
て
１
３
３
人
、
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
で
の
活
動
者
数

は
の
べ
７
２
５
人
。
1
日
あ
た
り
約
3
人
の
フ
レ
ン
ド
が
活

動
し
て
く
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
フ
レ
ン
ド
の
活
動
は
、

日
々
日
常
で
の
キ
ッ
ズ
と
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
毎

月
第
3
水
曜
日
に
は
フ
レ
ン
ド
オ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
、
事
例
検
討
や
心
理
支
援
ミ
ニ
講
座
な
ど
を
通
し
て
学

び
を
深
め
た
り
、
毎
月
第
4
水
曜
日
に
は
体
験
活
動
の
場
と

し
て
の
「
フ
レ
ン
ド
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
開
催
し
、
そ
の
た
め
の
企

画
・
運
営
も
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
フ
レ
ン
ド
運
営
委
員
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
す

　

２
０
２
４
年
4
月
、
長
野
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
Ｓ

ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
が
長
野
市
の
8
カ
所
目
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
開
所
し
ま
し
た
。
こ
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
「
子

ど
も
た
ち
が
安
心
を
実
感
で
き
る
居
場
所
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
、
学
校
に
行
け
な
い
、
行
き
に
く
い
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
設
置
さ
れ
た
施
設
で
す
。
休
校
と
な
っ
て
い
た
七
二
会

小
学
校
笹
平
分
校
を
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
非
常
に

自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
、
さ
ら
に
校
舎
に
は
木
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
て
お
り
、
吹
き
抜
け
の
空
間
も
あ
っ
て
と
て
も

開
放
的
で
す
。
ま
た
、
家
か
ら
出
る
こ
と
が
難
し
い
な
ど
Ｓ

ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
ま
で
な
か
な
か
足
が
向
き
に
く
い
子
ど
も

た
ち
に
も
交
流
の
場
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
仮

想
空
間
で
の
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
メ
タ
バ
ー
ス
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
）
も
同
時
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
仮
想
空
間
で
ア

バ
タ
ー
（
仮
想
空
間
で
の
自
分
の
分
身
と
し
て
使
わ
れ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
同
士
で
の
交
流
を
通
し
て
、
次
第
に
実
際

の
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
で
の
交
流
に
つ
な
が
っ
て
い
け
た

ら
、
メ
タ
バ
ー
ス
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
に
は
そ
ん
な
家
庭
と

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
の
よ
う
な
存
在
に
な

れ
ば
と
い
う
願
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
で
は
、
職
員
を
ス
タ
ッ
フ
、
児
童
生

徒
を
キ
ッ
ズ
、
そ
し
て
大
学
生
・
大
学
院
生
は
フ
レ
ン
ド
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
も
含
め
保
護
者
や
地
域
の
み

な
さ
ん
は
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
で
の
メ

ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
と
し
て
の
大
学
生
・
大
学
院
生
の
存
在
は

長
野
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

に
お
け
る
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
フ
レ
ン
ド
の
活
躍

信
州
大
学
教
育
学
部
准
教
授　
　

茅
野
　
理
恵
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し
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
で
の
活
動
を
通
し
て
、
肩
ひ
じ
張
ら
ず
た
だ
自

分
も
そ
こ
で
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
、
そ
の
上
で
相
対
し
て
い

る
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
本
当
の
意
味

で
理
解
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。」「
自
分
が
何
か
を
し

な
く
と
も
キ
ッ
ズ
た
ち
は
日
々
関
係
を
作
り
成
長
を
し
て

い
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
が
大
き
い
気
が
し
て
い

ま
す
。
あ
る
意
味
、
自
分
が
子
ど
も
に
何
か
を
し
て
あ
げ
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
傲
慢
さ
が
ど
こ
か
あ
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
自
分
な
ど
い
な
く
て
も
子
ど
も
は
勝
手
に
育
っ
て

い
く
こ
と
を
真
に
理
解
し
た
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
自
分
に
で

き
る
の
は
一
緒
に
た
だ
そ
の
時
を
過
ご
し
、
楽
し
む
こ
と
で

あ
る
と
思
え
ま
し
た
。
帰
り
道
に
、『
あ
あ
今
日
も
楽
し

か
っ
た
、
来
て
よ
か
っ
た
』
と
思
え
る
こ
と
が
良
い
こ
と
で

あ
る
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
自
分
が
思
っ
て
い

る
以
上
に
子
ど
も
た
ち
は
『
○
○
が
嫌
だ
っ
た
』
と
い
う
よ

う
に
学
校
や
家
庭
で
の
傷
つ
き
を
言
葉
に
で
き
る
ん
だ
と
感

じ
た
。
そ
の
言
葉
を
否
定
せ
ず
に
聞
き
入
れ
る
存
在
と
し
て

の
役
割
が
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン

ド
と
し
て
重
要
な
ん
だ
と
感

じ
た
。」
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
フ
レ
ン

ド
と
し
て
の
活
動
に
は
、
多

く
の
迷
い
や
葛
藤
が
あ
り
な

が
ら
も
、
貴
重
な
学
び
の
場

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
フ

レ
ン
ド
の
活
動
は
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
報
告
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
た
だ
き
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
フ
レ

ン
ド
の
活
動
を
見
守
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

2025年度 SaSa フレンド大集合！

SaSa フレンド All ミーティングでの
フレンド DAY 企画の検討の様子

SaSaLAND での1泊2日の夏キャンプ メタバース SaSaLAND での活動の様子 
（自宅や SaSaLAND、学校からも参加）

メタバース SaSaLAND（Minecraft カップにも出場） 教育学部から SaSaLAND への送迎バス（通称 SaSa バス）

フレンド活動配信中
光芒祭へ SaSa ショップ出店 SaSaLAND 開所前からフレンドもお手伝い

（SaSaLAND 見学会）
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生
徒
の
姿
か
ら
少
し
ず
つ
生
徒
た
ち

の
野
菜
作
り
に
対
す
る
主
体
性
は
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
自
然
相
手
の
活
動
な
の
で
、

葉
っ
ぱ
が
虫
に
食
わ
れ
て
し
ま
っ
た

り
、
野
菜
が
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た

り
と
計
画
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
た

ら
も
っ
と
収
穫
量
が
増
え
る
の
だ
ろ

う
」
と
生
徒
が
新
た
な
課
題
を
設
定

し
、
自
ら
の
学
習
の
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
し
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

す
べ
て
の
野
菜
の
収
穫
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
、
食
料
自
給

率
や
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
、
食
材
価
格
の
面
か
ら
野
菜
づ
く

り
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
生
徒
の
振
り
返
り
用
紙
の

中
に
は
、「
生
徒
が
野
菜
を
つ
く
り
、
自
分
た
ち
で
そ
の
野
菜

を
食
べ
る
こ
と
で
達
成
感
や
農
家
の
方
の
頑
張
り
を
知
れ
た
」

と
生
産
者
の
方
の
苦
労
に
想
い
を
馳
せ
る
生
徒
や
、「
日
本
は

食
料
自
給
率
が
低
い
の
で
、
僕
た
ち
の
世
代
で
食
料
自
給
率

を
上
げ
る
小
さ
な
一
歩
に
な
っ
た
」
と
自
分
た
ち
の
活
動
に

意
義
を
見
出
そ
う
と
す
る
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
生
徒
た
ち
の
想
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
教
師

も
共
に
試
行
錯
誤
し
、
日
々
の
「
食
」
や
長
谷
地
域
の

人
々
、
産
業
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
れ
る
学

習
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
目
標
が
曖
昧
に
な
り
、
単
な
る

「
作
業
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

側
面
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
生
徒
自
身
が
目
標
を
設

定
し
、
責
任
を
持
っ
て
学
習
活
動
を

創
り
、
振
り
返
り
な
が
ら
学
習
し
て

い
く
形
を
目
指
し
、
探
究
学
習
の
サ

イ
ク
ル
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
教
師

が
計
画
し
た
活
動
を
生
徒
が
行
う
形

か
ら
、
生
徒
が
主
体
的
に
畑
活
動
に

関
わ
る
こ
と
を
目
指
し
、
全
校
生
徒
が
担
当
す
る
作
物
を
選

ん
で
、「
じ
ゃ
が
い
も
班
」「
タ
マ
ネ
ギ
班
」
の
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
生
徒
自
身
が
栽
培
方
法
を
調
べ
た
り
、
地

域
の
農
業
に
携
わ
る
方
々
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
な

が
ら
、
栽
培
計
画
や
管
理
方
法
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
全
校
に
向
け
て
発
信
す
る
機
会

を
設
け
、
担
当
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
を
中
心
に
畑
の
活
動
を
進

め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
自
分
た
ち
の
担
当
す
る
野
菜
が
昨
年
度
ま
で
に
給

食
の
ど
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ

ま
し
た
。
次
に
、
給
食
調
理
員
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な
野
菜
を

作
れ
ば
調
理
し
や
す
い
の
か
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
自
分
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
野
菜
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
か
を
決
め
出

し
ま
し
た
（
長
ネ
ギ
で
あ
れ
ば
白
い
部
分
が
長
い
も
の
、
カ

ブ
で
あ
れ
ば
大
き
す
ぎ
ず
み
ず
み
ず
し
い
も
の
等
）。
そ
こ

か
ら
そ
の
よ
う
な
野
菜
を
育
て
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
調
べ
、
栽
培
計

画
を
立
て
ま
し
た
。
計
画
中
に
生
ま
れ
た
疑
問
点
は
、
地
域

の
農
家
の
方
に
質
問
し
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生

徒
会
の
保
健
給
食
委
員
会
の
企
画
で
は
、
給
食
週
間
に
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
担
当
野
菜
の
「
お
す
す
め
レ
シ
ピ
」
を
提
案

し
、
野
菜
を
収
穫
し
た
後
に
も
意
識
を
向
け
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
家
族
の
手
伝
い
な
ど
で
、
野
菜
づ
く
り
に
関
す

る
経
験
や
知
識
が
豊
富
な
生
徒
が
多
く
、「
う
ち
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
こ
う
い
う
方
法
が
い
い
っ
て
言
っ
て
る
よ
」
や

「
収
穫
し
た
野
菜
を
長
く
保
存
す
る
た
め
に
ム
ロ
（
貯
蔵

庫
）
を
作
り
た
い
」
と
野
菜
づ
く
り
に
対
す
る
自
分
の
想
い

を
話
題
に
す
る
生
徒
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

　

平
成
15
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
同
窓
会
研
究
補
助
事

業
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
、
名
称
を
教
育
実
践
補
助
事
業
に

改
め
、
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
事
業
の
趣
旨
は
、
①
日
々
の
教
育
研
究
、
教
育
実
践
を

大
切
に
し
、
自
ら
の
授
業
改
善
に
努
め
る
こ
と
、
②
専
門
職

と
し
て
の
教
師
自
ら
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
を
磨
く
こ

と
、
③
教
育
の
振
興
・
改
善
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
合

う
こ
と
、
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
教
育
学
部
同
窓

会
員
（
同
窓
会
費
納
入
者
）
で
、
応
募
者
に
は
、
一
律
1
万

円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
希
望
者
は
、所
定
の
様
式「
教
育
実
践
補
助
願
及
び
教

育
実
践
概
要
」
に
し
た
が
っ
て
、
同
窓
会
事
務
局（
〒
３
８
０

-

８
５
４
４　

長
野
市
西
長
野
６-

ロ
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
で
き
る
だ
け
当
該
年
度
の
11
月
末
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
規
定
の
詳
細
、
応
募
様
式
等
の
内
容

は
、
同
窓
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

該
年
度
の
教
育
実
践
補
助
は
お
お
む
ね
10
名
と
し
て
お
り
ま

す
。
受
付
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込

み
の
際
に
は
必
ず
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
谷
中
学
校
は
全
校
生
徒
三
十
一
名
の
小
規
模
校
で
、
地

域
の
方
か
ら
「
子
ど
も
と
学
校
は
地
域
の
宝
」
と
大
切
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
地
域
と
連
携
し
た
独

自
の
活
動
を
伝
統
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
横
の
畑
で
生

徒
が
給
食
食
材
の
た
め
の
野
菜
を
栽
培
す
る
「
畑
活
動
」
も

そ
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
活
動
の
多
く
を
教

師
主
導
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
徒
に
と
っ
て

生
徒
の
主
体
性
を
育
む
総
合
的
な
学
習
の
展
開

～
職
員
主
導
の
畑
活
動
か
ら
、
縦
割
り
班
に
よ
る

　
生
徒
主
体
の
探
究
的
な
学
び
の
場
へ
～

伊
那
市
立
長
谷
中
学
校　

舘 

林 

洸 

一

教
育
実
践
補
助
事
業
の
ご
案
内

業
事
助
補
践
実
育
教

業
事
助
補
践
実
育
教

業
事
助
補
践
実
育
教

令和6年度　教育実践補助交付者
氏　名 勤務校・在籍校等 研　究　課　題

１ 舘林　洸一 伊那市立長谷中学校
生徒の主体性を育む総合的な学習
の展開～職員主導の畑活動から、縦
割り班による生徒主体の活動へ～

２ 臼井　伸明 麻績村立筑北中学校
筑北中学校における、不登校・不
適応への支援の充実～校内中間教
室の環境整備～

３ 宮島　　新 長野市立城山小学校
願い実現に向け、探究を楽しむ子
どもたち～カイコの飼育やシルク
の魅力発信活動を通して～

４ 松尾　　海
信州大学教育学部附
属松本中学校

事象を科学的に説明する力を高め
るための指導の在り方

５ 山口　　近
山ノ内町立山ノ内中
学校

ふるさとに誇りをもつESD学習の
取り組み

６ 青木友佳里 長野市立塩崎小学校 「他者」から学ぶ教育活動の推進

７ 友野　　恵
北相木村立北相木小
学校

学力が二極化した学級での算数科
の実践

８ 望月　政和
安曇野市立豊科南中
学校

Co-ordination training（コオー
ディネーショントレーニング）を
取り入れた体力向上の取組み

9 野澤　早織
阿南町立阿南第一中
学校

吹奏楽コンクールへの合同参加に
向けた実践
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教
育
学
部
の
就
職
支
援
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
教
育
学
部

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。
令
和
6
年
度
教
育
学
部
卒
業
生
及
び

大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
了
生
の
進
路
状
況
が
下
表
の
と
お

り
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

学
部
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
進
学
者
を
除
く
就
職
率
は
９

７
・
３
７
％
、
教
員
就
職
率
は
７
３
・
１
６
％
で
、
前
年
度

（
令
和
5
年
度
）
と
比
較
す
る
と
就
職
率
は
０
・
１
７
ポ
イ

ン
ト
減
、
教
員
就
職
率
は
６
・
６
６
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

令
和
8
年
度
長
野
県
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の
一
次
選

考
は
、
令
和
7
年
6
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）
に
実
施

さ
れ
、
二
次
選
考
は
7
月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
採
用
数
は
小
学
校
教
諭
２
５
０
名
程
度
、
中
学
校
教

諭
１
３
０
名
程
度
、
養
護
教
諭
10
名
程
度
、
特
別
支
援
学
校

教
諭
60
名
程
度
、
高
等
学
校
教
諭
１
３
０
名
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
小
学
校
、
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
選
考
で
一

次
試
験
の
集
団
面
接
が
廃
止
さ
れ
個
人
面
接
に
変
更
さ
れ
る

等
、
今
年
度
か
ら
様
々
な
変
更
点
が
あ
り
ま
す
。

　

学
部
全
体
で
教
員
就
職
率
の
向
上
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
就
職
部
会
で
は
、
教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
、
模
擬
個

人
面
接
の
実
施
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
学
部
で
は
教
職

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
等
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
信
濃
教
育
会
と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
、
教
員
養

成
講
座
へ
の
学
生
参
加
等
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
職
部
長　

徳 

井　

厚 

子

卒
業
・
修
了
生
の

令和6年度　卒業生　就職状況

一
般

心
理

5262224112)2(5144)2(11)1(2)1(9

8311211)1(2)1(2)1(2

9143151411211146

611321)1(2111)1(116)1(5

22413532)2(3111)2(211)2(38

221133)4(81)1(712)1(4)3(11)1(1)1(7)1(3

423111321)4(81)1(75)1(2)3(11)1(1)1(1)1(72

5 2 (1) 1 (1) 8 (2) 1 1 1 3 11 (2) 2 2 1 1 14

2121166411321

01113111)2(6)2(6)2(33

1121111)1(8)1(4)1(2244

5111523)2(9211)2(71)1(3)1(3

1 5 (1) 6 (1) 1 1 2 8 (1) 2 4 6 1 1 2 1 17

1 1 2 6 1 7 9

46 (4) 43 (9) 5 (2) 7 (3) 101 (18) 18 (2) 12 (2) 6 2 38 (4) 139 (22) 13 29 3 1 46 10 1 9 10 1 3 34 5 224

82511111112119135

6115135241

44151116135341112119135

51 (4) 46 (9) 6 (2) 7 (3) 110 (18) 19 (2) 13 (2) 6 2 40 (4) 150 (22) 14 4 32 5 3 4 62 10 2 9 10 1 3 35 15 6 268

備

考

外県内県

計

教　　　員　　　外 大学院 研

究

聴

講

履

修

生

専

門

学

校

者　　　学　　　進者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就 現

職

教

員

家

事

臨

採

待

ち

そ

の

他

小

計

小

学

校

高

等

学

校

特

別

支

援

学

校

幼

稚

園

そ

の

他

教

諭

認

定

こ

ど

も

園

大

学

等

小

計

野外教育コース

現代教育コース

小

計

教

育

学

研

究

科

総

合

医

理

工

学

研

究

科

福

祉

施

設

そ

の

他

小

学

校

中

学

校

　　　　　　　　就職・進学別

学部
大学院別

公務員 会

社

員

病

院

ス

ポ

ツ

施

設

中

学

校

高

等

学

校

理科教育コース

数学教育コース

社会科教育コース

英語教育コース

国語教育コース

％(注)　(　)は臨採で内数、○は外国人留学生で内数 就 職 率 (学 部) (進学者を除く) 45.79％73.79

音楽教育コース

キャンパス合計

教員就職率 (学 部) (卒業生に対する) 62.05 ％

心理支援教育コース

教
育
学
部

特別支援教育コース

家庭科教育コース

ものづくり・技術教育コース

保健体育コース

図画工作・美術教育コース

計

計

教育学研究科

総合人文社会科学研究科

％

　　　９月卒業なし 教員就職率 (学 部) (進学者を除く) 73.16 ％ ％令和５年度 66.50

56.49

総

合

人

文

社

会

科

学

研

究

科

他

大

学

未

定

・

不

明

合

計

特

別

支

援

学

校

幼

稚

園

そ

の

他

教

諭

認

定

こ

ど

も

園

大

学

等

小

計
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○
住
所
変
更
届
の
お
願
い

　

住
所
や
姓
が
変
わ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
住
所
変
更
」
で
手
続
き
し
て
い

た
だ
く
か
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
等
で
も
結
構
で
す
。

○
教
育
実
践
補
助
申
請
受
付
中

　

教
育
実
践
補
助
事
業
申
請
を
4
月
よ
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本

号
の
6
ペ
ー
ジ
「
教
育
実
践
補
助
事
業
」
も
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
昨
年
度
の
助
成
受
付
の
実
践
テ
ー
マ
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

○�

「
支
部
、
学
科
・
コ
ー
ス
等
の
同
窓

会
活
動
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

　

同
窓
会
活
動
を
一
層
魅
力
あ
る
も
の

に
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
と
し
て
「
支

部
、
学
科
・
コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動

支
援
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
や
、
卒
業
学

科
・
コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
同
窓
会
活
動
へ
の
関
心

を
高
め
、
会
員
相
互
の
連
帯
を
一
層
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
活
動
に

対
し
て
、
若
干
の
補
助
を
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
事
業
紹
介
」の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。申
請
書
、報
告
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

面
的
に
評
価
し
、
厳
正
に
採
択
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
毎
年
6

～
7
件
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
は
、
伝
統
工
芸
と
書
の
融
合
、
病
院
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
学
び
支
援
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
、
ア
ー
ト

に
よ
る
子
ど
も
支
援
な
ど
、
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
久
し
ぶ
り
に
笑
っ
た
子
の
姿
を
見
た
」

と
い
う
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
声
に
支
え
ら
れ
た
活
動
や
そ
の
感
動
、

「
私
た
ち
大
学
生
も
大
き
な
学
び
を
得
た
」
な
ど
学
生
ら
の
成

長
の
姿
が
多
々
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
分
を
募
集
し
て
お

り
、
ど
の
よ
う
な
提
案
が
出
て
く
る
か
、
楽
し
み
で
す

　

本
事
業
は
企
業
・
法
人
9
団
体
、
教
育
関
連
3
団
体
。
地
元

住
民
自
治
協
議
会
、
さ
ら
に
は
個
人
な
ど
、
多
く
の
ご
支
援
で

実
施
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
、
学
生
の
可
能
性
を
引
き
出
す
挑
戦
の
場
と
し

て
継
続
し
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
・
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

https://fablab-nagano.org/educational_challenge/

○�

長
野
市
出
身
。
長
野
県
中
学
校
技
術
科
教
諭
、
三
重
大
学
教

育
学
部
を
経
て
現
職
。

○�

教
育
学
部
前
学
部
長
・
研
究
科
長
、
日
本
産
業
技
術
教
育
学

会
前
会
長
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
専
ロ
ボ
コ
ン
審
査
委
員
長
等
を
歴
任

○�

本
年
度
は
、
中
学
校
の
技
術
・
デ
ザ
イ
ン
系
部
活
動
の
地
域

移
行
を
支
援
す
る
社
会
法
人
「N

agano T
ech Style Lab

」

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

令
和
6
年
度
末
で
3
年
間
の
学
部
長
任
期
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、「
学
部
のW
ell-being

」
を
理
念

に
掲
げ
、
本
学
に
関
わ
る
皆
さ
ま
の
や
る
気
や
ア
イ
デ
ア
を
引

き
出
し
合
い
、
課
題
解
決
に
挑
む
“
幸
せ
を
実
感
で
き
る
場
づ

く
り
”
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
実
現
に
向
け
た
一
つ
が

「Educational Challenge

」
で
す
。

　

教
育
現
場
の
課
題
は
年
々
複
雑
化
し
て
お
り
、
学
部
授
業
だ

け
で
対
応
し
き
れ
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
学
生
自
身
が
課
題

を
見
つ
け
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す

る
場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
本
事
業
を
創
設
し
ま

し
た
。
今
年
度
で
4
年
目
を
迎
え
、
各
所
で
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
学
部
学
生
・
院
生
が
主
体
と
な
り
、

教
育
に
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
て
も
ら
い
、
採
択
で

最
大
10
万
円
支
援
。
継
続
型
と
新
規
型
の
2
部
門
を
設
け
、
学

生
の
自
主
性
・
独
創
性
・
教
育
的
意
義
・
地
域
連
携
な
ど
を
多

を
立
ち
上
げ
、
代
表
理
事
。

○�

専
門
は
技
術
教
育
学
で
、
技
術
教
育
に
関
す
る
著
作
や
論
文

も
多
数
。
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
「
技
術
教
育
に
お
け
る

Creative learning

」

○�

２
０
１
５
年
度
文
部
科
学
大
臣
技
術
分
野
表
彰
等
、
複
数
の

受
賞
。

○�

学
部
内
に
教
員
養
成
系
初
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
工
房
「FabLab

長
野
」
を
設
置
し
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
各
所
と
連
携
し
て
創
造
的
な
学
び

を
展
開
中
。

信
州
大
学
教
育

学
部
同
窓
会

第
38
回
通
常
総
会（
通
知
）

事

務

局

り

よ

TEL/FAX　026-238-4370
（TELは月・水・金　９：30～16：00）
HP �https://www.shinshu-u.ac.jp/group/
education-almni/

Email　k62dousou@gmail.com

事
務
局
連
絡
先

信
州
大
学
学
術
研
究
院

　
　

教
育
学
系
教
授 

博
士

�

（
前
教
育
学
部
長
）

�

村 

松
　
浩 

幸
氏

1　日　時
令和7年8月11日（月・祝）
　午前9時30分～

2　会　場
「ホテル信濃路」
　（長野市中御所岡田町）

3　内　容
○議事
　�令和6年度事業報告・決
算報告、令和7年度事業
計画案・予算案の審議　
他
○記念講演会
　11時00分～12時15分
○祝賀懇親会
　12時30分～14時30分
　会費　5,000円

※参加申し込みについて
今までのはがきによる申し込
みは廃止します。
下記の QR コードを読み取
り、専用フォームより申し込
んでください。
メール、FAX、官製はがき
での申し込みでも結構です。
その際、住所、氏名、電話番
号、参加項目（1総会、2講
演会、3懇親会）を明記して
ください。
7月31日まで
に申し込んで
ください。

─
記
念
講
演
会
─

学
生
た
ち
の
挑
戦
を
後
押
し

「E
ducational C

hallenge

」
事
業
紹
介

申込フォーム
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